
市営交通（地下鉄・バス）の利用促進の一環としてのモビリティ・マネジメント
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■ 背景[バス事業・地下鉄事業]
市営バスは 昭和２年に営業を開始して以降 市民生活に最も身近な公共交通機関として 重要な役割を果たしてきたが 近年乗車人員の減少などにより赤字が続き これま

１．背景と目的

市営バスは、昭和２年に営業を開始して以降、市民生活に最も身近な公共交通機関として、重要な役割を果たしてきたが、近年乗車人員の減少などにより赤字が続き、これま
で数度にわたる経営の健全化に取り組んできたものの、非常に厳しい経営状況が続いている。
市営地下鉄においては、乗車人員が平成２年度に約275万人でピークを迎えてからは減少傾向が続いており、最近では、平成18年12月に開業した今里筋線の利用者増加などの

影響もあり、一旦は回復傾向にあったものの、その後の景気低迷などの影響により、乗車人員は減少傾向にある。さらに、今後も少子・高齢化などにより地下鉄利用者の大幅な
増加は見込めない状況である。

■ 目的[地球環境・利用促進]
大阪市交通局では平成23年3月に「大阪市営交通事業の今後の施策展開について」を取りまとめ そのなかで “環境”“ひとにやさしい市営交通”“集客観光”をテーマと

【２－２】ターゲットの抽出の考え方

大阪市交通局では平成23年3月に「大阪市営交通事業の今後の施策展開について」を取りまとめ、そのなかで、 環境 ひとにやさしい市営交通 集客観光 をテーマと
した「市営交通社会貢献等戦略プラン」に取り組み、より一層、企業としての社会的責任の遂行や社会一般への貢献に努めていくこととしている。
本業務は上記取組み及び地球環境への貢献という観点から、自発的に自動車交通から環境にやさしい公共交通に転換してもらうとともに、公共交通の利便性等をPRすることで

バス・地下鉄の利用促進を図ることを目的として、バス路線及び地下鉄今里筋線の沿線地域を対象としたＭＭを実施した。

【２－１】 実施フロー

２．ＭＭの実施概要

【２ ２】タ ゲットの抽出の考え方【２ １】 実施フロ
住民を対象としたＴＦＰを実施。
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回収数 1,850票 1,507票

回収率 19.6％ 17.1％

有効回答数 1,644票（住所･氏名あり） 1,241票（住所･氏名あり）

対象者 第１回有効回答の1,644名 第１回有効回答の1,241名
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【２－４】ＭＭツール（配布物）【２ ４】ＭＭツ ル（配布物）
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旭区にお住まいの皆さまへ 

 

 拝啓、時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 昨年末実施の第１回アンケート調査および今年１月実施の第２回アンケート調査にご協力

いただき 誠にありがとうございました

 

いただき、誠にありがとうございました。 

 第２回アンケート調査では、第１回アンケート調査以降、通勤・通学にクルマを利用して

いる人の約２割の方が、また、通勤・通学以外でクルマを利用している人の３割の方が、環

境や健康に配慮した移動を実践されたことが分かりました。また、通勤・通学にクルマを利

用している人の約３割の方、通勤・通学以外にクルマ利用している人の約３割の方が、環境

や健康に配慮した移動を、今後実践しようと考えて下さっていることが分かりました。 

 この結果は、今回ご協力いただいた皆様が、地域の交通環境改善や地球環境問題に高い意

識を持っておられる結果のあらわれだと思います。 

 大阪市交通局では、より安全、便利、快適な輸送サービスをお客様に提供するとともに、

地球環境に配慮した施策を積極的に進めてまいりますので、今後とも、ご協力お願い致しま

す。 

 

敬具 

平成 24 年 3月 

 

大阪市交通局長               

 

 

 

 

 

 
◎ お知らせ

 

 

◎ お知らせ 

 皆様にご協力いただいたアンケート調査につきましては、大阪市交通局ホームページにお

いて、地下鉄・バスのエコな取り組み【７．モビリティ・マネジメント（ＭＭ）の取組み】

（http://www.kotsu.city.osaka.lg.jp/business/safety/eco/eco-7.html）として、３月中に掲載

します。 

※平成 24 年 3 月 1 日から上記 URL に変更しました。 

調査協力のお礼文 アンケート調査結果概要調査協力依頼文 第１回アンケート調査 アンケート調査票
結果概要(速報版)

３ ＭＭの効果
【３ １】意識の変化

３．ＭＭの効果
【３－１】意識の変化
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大阪市営交通のお得な料金制度や今里筋線の案内を行いました！
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地下鉄から市バス（市バスから地下鉄）を連続して利用すると、地下鉄と市バスの合計金額から大
人１００円引き、小児５０円引きになることをご存知ですか。

料金制度や今里筋線を周知
することにより 利用促進

ＰｉＴａＰａ
割引制度

701人 (82%) 79人 (9%) 11%
ＩＣカードＰｉＴａＰａで地下鉄・ニュートラム・市バスを利用すると、料金が最低でも大人１
０％割引、学生（中学生以上・要登録）２０％割引になることをご存知ですか。することにより、利用促進
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※アンケートは複数回答       ※（　　　）は抽出対象者（859人）に対する比率
抽出対象者：第２回アンケート有効回答票（859人） が新たにご利用



【３－２】 行動の変化【３ ２】 行動の変化
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アンケート後、
約２割(２０人)
が

第１回
アンケート後、
約２割(２５人) クルマ利用を

控えるようになりました
クルマ利用を

控えるようになりました。
実践しよう

46人 25人

今後実践し
35人

がクルマ利用
を控えるよう

約２割(２５人)
がクルマ利用を
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そのなかで、 そのなかで、
今後実践し

ようと思う

実践しよう

と思わない

38%

今後実践し

ようと思う

40%

を控えるよう
になりました控えるようにな

りました
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ようと思う
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りました
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バスや電車を使う

約４割(60人)が
クルマの代わりに
バスや電車を使う

33人

実践した方の移動方法

バスや電車を使う
ようになりました。

実践した方の移動方法

バスや電車を使う
ようになりました。

実践した方の移動方法 実践した方の移動方法

バスや地下鉄を使う 12人 バスや地下鉄を使う １3人

実践した方の
自転車やバイクを使う

実践した方の
約５割(１２人)がク7人 自転車やバイクを使う 実践した方の6人
ルマの代わりにバ
スや電車を使うよ

自転車や イクを使う
約６割(１３人)がク
ルマの代わりにバ

人

.

スや電車を使うよ
うになりました

4人

ルマの代わりにバ
スや電車を使うよ
うになりました

同僚や友人と
相乗りして車で 1人

同僚や友人と
相乗りして車で . うになりました相乗りして車で

通勤・通学する
1人相乗りして車で

通勤・通学する
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【 】 費 便益 析【３－３】 費用便益分析（『モビリティ・マネジメント施策評価のためのガイドライン』㈳土木学会 土木計画研究委員会 日本モビリティ・マネジメント会議（ＪＣＯＭＭ）実行委員会 に基づき算出）

※「アンケート後 実践した」方のうち 実践した移動方法等行動の変化について その効果が詳細に分析可能なデータ（精査データ）を使用○ 便益の算出 ※「アンケ ト後、実践した」方のうち、実践した移動方法等行動の変化について、その効果が詳細に分析可能なデ タ（精査デ タ）を使用○ 便益の算出

移動時間は１年間で、約３５０

事業者便益社会的便益

移動時間は１年間で、約３５０
時間増加（マイナスの効果）年間一人当たり、概ね1㎏～２㎏の

カロリー消費（ダイエット効果） 事業者便益社会的便益カロリー消費（ダイエット効果）

CO2排出
削減量

健康増進
効果

交通事故
減少効果

移動費用
減少効果

移動時間
減少効果

計
運賃増収

効果

ＣＯ２排出量が１年間
で13.５トン削減

削減量 効果 減少効果 減少効果 減少効果
計

効果
で13.５トン削減

535,680円大阪市旭区 △691,566円 1,465,794円284,029円6,059円 1,037,892円 829,380円

353 520円守口市 △149 234円5 146円 1 211 628円 685 140円 1 993 017円240 337円 353,520円守口市 △149,234円5,146円 1,211,628円 685,140円 1,993,017円240,337円

889,200円△840,800円合計 11,205円 2,249,520円 1,514,520円 524,366円 3,458,811円

○ 費用対効果（Ｂ／Ｃ）
Ｃ：請負金額

○ 費用対効果（ ／ ）
Ｃ：請負金額
・社会的便益：823万円

（税抜き）

【精査データのみ】 【「アンケート後、実践した」方全員を対象】

（税抜き）
・事業者便益：864万円

（税込 ）

社会的便益 事業者便益 社会的便益 事業者便益
（税込み）単年度

（単位:万円）
346 89 単年度

（単位:万円）
605 163

【拡大係数の設定】
便益算出 実施した

拡大係数

（単位 万円）

Ｂ／Ｃ 0.42 0.10

（単位:万円）

Ｂ／Ｃ 0 74 0 19 便益算出
人数

実施した
人数

拡大係数

通勤・通学 10人 25人 2 50
旭区

「アンケート後、実践し
た」方全員について 同様

／ . .

４年間持続 1 384 356

Ｂ／Ｃ 0.74 0.19

４年間持続 2 420 652
通勤 通学 10人 25人 2.50
通勤・通学以外 122人 156人 1.28
通勤・通学 9人 20人 2 22

守口市

旭区た」方全員について、同様
の効果があるものとして拡

年間持続
（単位:万円）

1,384 356

Ｂ／Ｃ 1 68 0 41

４年間持続
（単位:万円）

2,420 652
通勤 通学 9人 20人 2.22
通勤・通学以外 113人 147人 1.30

守口市大Ｂ／Ｃ 1.68 0.41 Ｂ／Ｃ 2.94 0.75

４ まとめ４．まとめ

今回の取組みにより、大阪市旭区、守口市ともに、環境面や健康面などへの意識の向上が図られ、クルマ利用者がバスなどの公共
交通を利用するなど、一定の効果が確認できた。また費用便益分析により、社会的便益の観点からもＭＭ施策の必要性が確認できた。
大阪市交通局では、平成22・23年度の２カ年を通してＭＭを実施し、平成23年度は、平成22年度の結果を踏まえ、バス利用促進を

他地域でも実施することにより、その効果を比較することとした。２カ年で、実施対象は住民を対象にしたものが３地域、企業を対
象 たも が 地域 あり 住民を対象 たも は バ 利 促進 鉄道利 促進等 違 はあるも 地域とも交通行動象にしたものが１地域であり、住民を対象にしたものは、バス利用促進、鉄道利用促進等の違いはあるものの、３地域とも交通行動
の変容状況は類似しており 公共交通の利用を促進するＭＭの効果は 異なる地域でもある 定の同様の効果が得られる事が確認での変容状況は類似しており、公共交通の利用を促進するＭＭの効果は、異なる地域でもある一定の同様の効果が得られる事が確認で
きたきた。
今後も 環境にやさしい公共交通の利用促進という観点からＭＭを実施していくことは有用であると考えられる今後も、環境にやさしい公共交通の利用促進という観点からＭＭを実施していくことは有用であると考えられる。
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